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■交換手順

必要な工具 プラスドライバー

●㋩受けの㊁取付けねじをプラスドライバーでゆるめて㋺外化粧板と㋩受けを取外してください。

●錠に鍵を差込み､施錠･開錠ができることを確認してください。
●サムターンを上下に動かし（ねじ込み式の場合は回す）、施錠･開錠ができることを確認してく ださい。
※取付けねじを強く締過ぎると､施錠･開錠が固くなることがあります｡その場合は､ねじの締め付けを調整しながら確認
してください｡

1.室外側の引戸の外錠の取外し

●㋷内化粧板の㋠取付けねじをプラスドライバーでゆるめて㋭錠本体と㋷内化粧板を取外してください。
2.室内側の引戸の内錠の取外し

①室外側の引戸㋺外化粧板に㋣スペーサーをはさみ込み、㋩受けを組み合わせ、㊁取付けねじで固定します。
②室内側の引戸㋷内化粧板に㋣スペーサーをはさみ込み、㋭錠本体を組み合わせ、㋠取付けねじで固定します。
※㋣スペーサーが設定されていない商品もあります。交換の際、商品仕様を確認ください。

3.錠の取付け

①内錠㋠取付けねじをゆるめます。
②引戸をきちんと閉めて㋬サムターンの足が㋭錠本体の角穴に入るように位置を調整します。  
③調整後は、㋠取付けねじをしっかり締めてください。
※内錠を調整しても錠が掛かりにくい場合は、外錠㊁取付けねじをゆるめて㋩受けの位置を上下左右に調整してください。

4.錠の調整方法

■交換後のチェック
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※召合わせ内錠の場合は、
鍵はありません。

※下図は現物とは異なります。
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